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9月18日に行われた筑紫地区消防操法大会で、春日市消防団が好成績を収
めました。（16ページに関連記事掲載）
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歳入 290億2605万円
（対前年度 4億480万円の増額）

一般会計
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平成22年度

決  算

平成 22年度の市の決算がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。

　歳入全体では、平成21年度に比べ
て4億480万円の増額となりました。
財源構造から見た場合、自主財源が
143億6898万円（49.5％）、依存財源
が146億5707万円（50.5％）となっ
ています。自主財源の割合が21年度
から3.7ポイント低下して50％を下
回る結果となり、国や県に依存する
割合が増加しました。
主な増減内容（金額は対前年度増減額）
▶市税　2億2598万円減
長期の不況の影響により、個人市
民税が減収となりました。

▶国庫支出金　1億7737万円減
定額給付金に伴う補助金および地
域活性化各種交付金が減収となり
ました。
▶市債　6億6360万円増
臨時財政対策債（地方交付税では
補えない収支不足分を確保するた
めの、国の施策による借入）が増加
しました。

（　）内は平成 21年度

※「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

4億6662万円（    4億5053万円）

5億3797万円（    5億9230万円）

284億8808万円（280億2895万円）

歳入額 290億2605万円（286億2125万円）

歳出額

差引額

実質収支額（純黒字額）※

　歳入においては、長引く不況の影響を受け市税が大幅に減少しましたが、地方交付税や臨時財政対策債が前
年度より大幅に増えたことで全体としては増額となりました。
　また、第 4次総合計画の将来像の実現に向けた実施計画などを勘案しつつ、市民ニーズを把握するとともに、
予算の必要性や事業効果を見極めながら、効率的かつ効果的な予算執行に努めました。
　その結果、平成 22年度は 4億 6662 万円の黒字となり、23年度に繰り越しました。

家計
簿

春日市の

市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。

諸収入 2.9％
県受託事業費や
各種教室受講費など
8 億 5592 万円

市税 39.9％
個人・法人市民税、
固定資産税など
115 億 8662 万円

繰入金・繰越金など 3.0％
前年度からの繰越金や他会計からの
繰入金など
8 億 7125 万円

使用料・手数料など
3.7％
市営住宅の家賃や保育料、
公共施設の賃料など
10 億 5519 万円

地方交付税 15.0％
全国どこでも必要最小限の
行政サービスが受けられるよう
国が交付するお金
43 億 6264 万円

国県支出金 
22.0％
特定の事業のために
国や県が交付するお金
63 億 7301 万円

地方譲与税など 4.8％
国や県が徴収した税金の
一部を市に分配するもの
13 億 9432 万円

市債 8.7％
大きな事業を行うための
借入金
25 億 2710 万円

自主財源
49.5％
市が自主的に調達できるお金
143 億 6898 万円

依存財源
50.5％
国や県からの
交付金や借入金など
146 億 5707 万円



歳出（性質別）284億8808万円
（対前年度 4億5913万円の増額）

土木費
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区分 目的 歳出額 対前年度増減額 伸び率
民生費 子どもや高齢者、障がい者などの福祉の向上のため 117億4245万円 20億6705万円 21.4％
教育費 教育や文化、スポーツ振興のため 38億6892万円 3億9307万円 11.3％
公債費 長期借入金の返済のため 37億2607万円 9924万円 2.7％
衛生費 健康づくりやごみ処理などのため 26億7836万円 ▲3億8614万円 ▲12.6％
総務費 行政運営や戸籍、徴税のため 26億4768万円 ▲14億5455万円 ▲35.5％
土木費 道路や公園などの建設や補修のため 22億4224万円 ▲2億3234万円 ▲9.4％
その他 議会や消防、産業振興のため 15億8236万円 ▲2720万円 ▲1.7％

合計 284億8808万円 4億5913万円 1.6％

■構成比
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平成22年度 決算

歳出を目的別にみると…

　歳出全体では、子ども手当の支給開
始や春日北小学校屋内運動場改築事業
に伴い、平成21年度に比べて1.6％増
加しました。
　なお、性質別分類では「どのような用
途にいくらの経費が支出されたか」が
分かります。
主な増減内容（金額は対前年度増減額）
▶義務的経費　16億6354万円増
主な増加要因は、子ども手当の増、繰
上償還実施による市債元金償還金の
増などです。
▶投資的経費　9億7917万円増
主な増加要因は、春日原保育所建替
事業費、天神山水城跡施設整備事業
費の増などです。
▶その他　21億8358万円減
主な減少要因は、学校ICT事業費、定
額給付金給付費の減などです。

主要な事業例（金額は平成22年度事業費）
▶民生費
生活保護費　19億7137万円
▶教育費
春日北小学校屋内運動場改築　2億6665万円
春日野中学校校舎増築　2億6965万円
▶土木費
那珂川宇美線整備　3億901万円

目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

人件費 14.6％
職員給与や議員報酬など
41 億 4936 万円

義務的経費 53.3％
毎年必ず支出が必要となる
固定的な経費
151 億 8072 万円

扶助費 25.6％
生活保護費や子ども手当、
障がい者への給付費など
73 億 530 万円

公債費 13.1％
借入金の返済
37 億 2606 万円

普通建設事業費 10.0％
道路や学校などの建設費など
28 億 5220 万円

災害復旧事業費 0.0％
豪雨による災害の復旧費
302 万円

その他経費
36.7％
104 億 5214 万円

物件費 13.6％
光熱水費や施設の維持管理、
事務用品購入費など
38 億 6974 万円

補助費など 11.6％
各種団体などへの補助金や
負担金など
33 億 1859 万円

その他 11.5％
維持補修費や積立金、
他会計繰出金
32 億 6381 万円

投資的経費 10.0％
将来に残るものに
支出する経費
28 億 5522 万円



一部事務組合
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※1 筑紫地区介護認定審査会事業特別会計は、筑紫地区4市1町がそれぞれ介護保険事業特別会計から負担金を支出し運営しており、22年度
の春日市の負担金額は1435万円です。

※2 下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。

一般会計からの繰入金
　特別会計の財源不足のうち、一般会計で負担することが認められている経費については、一般会計からの繰り入
れを行いました。

　一部事務組合は、市単独で行うよりも、複数の市町村で実施する方が効率的、効果的な事務について広域処理す
るために設置されています。春日市が負担金を支出している一部事務組合の決算収支の状況は下表のとおりです。
　なお、上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団のホームページなどで公開す
る予定です。

団体名 歳入総額
❶

歳出総額
❷

差引額
❶−❷

春日市負担金
❹

春日大野城衛生施設組合
し尿、不燃物の処理など 7億9650万円 7億4858万円 4792万円 2億7168万円

春日・大野城・那珂川消防組合
消防に関する事務など 21億3455万円 21億1250万円 2205万円 8億2498万円

筑慈苑施設組合
火葬場の運営など 5億8006万円 5億6566万円 1440万円 5943万円

福岡県自治振興組合
市町村職員の研修など 6億8210万円 6億7345万円 865万円 153万円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
非常勤消防団員に係る災害補償に関する事務など 9886万円 9781万円 105万円 73万円

筑紫自治振興組合
筑紫地区地域活動支援センターつくしぴあの運営など 4833万円 4358万円 475万円 951万円

福岡都市圏南部環境事業組合
可燃ごみの処理施設設置に関することなど 5億  896万円 4億4303万円 6593万円 7440万円

福岡県後期高齢者医療広域連合
後期高齢者医療制度の事務など

一般会計 41億9106万円 40億4241万円 1億4865万円 645万円

後期高齢者医療
特別会計 5974億5854万円 5892億8844万円 81億7010万円 15億3350万円

会 計 区 分 歳入（収入）
❶

歳出（支出）
❷

差引額
❶−❷

一般会計から
の繰入金

国民健康保険事業特別会計
国民健康保険の運営のための会計 98億8166万円 94億3654万円 4億4512万円 9億9893万円

老人保健医療事業特別会計
老人医療の運営のための会計 568万円 568万円 0円 323万円

後期高齢者医療事業特別会計
後期高齢者医療の運営のための会計 9億7042万円 9億2691万円 4351万円 1億6912万円

介護保険事業特別会計
介護保険運営のための会計 44億4442万円 43億8829万円 5613万円 6億5592万円

筑紫地区介護認定審査会事業特別会計
介護認定審査事務を行うための会計 6704万円 6704万円 0円 　ー※1

下水道事業会計
下水道の管理・運営のための会計

収益的収支 20億2490万円 18億2905万円 1億9585万円
4億8800万円

資本的収支 8億7177万円 16億4443万円 ▲7億7266万円

※2

特別会計 特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。
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市　債

　市債は、道路や公共施設などをつくるために借り
入れた借金です。
　一般会計における市債の発行額と残高の推移は次
のとおりです。

基　金

　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち財政調整基金
は、予期しない収入の減少や支出の増加に備えるた
めの積立金です。
　22年度は団塊世代の退職者への退職金支払いな
どのために、「職員退職手当基金」の一部を取り崩し
ました。
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経常収支比率 90.8％（平成 21 年度　97.3％）

　「経常収支比率」は、財政構造の弾力性を
表す指標で、地方税や地方交付税など毎年
収入される一般財源に対する、毎年固定的
に支出される経費の割合です。この割合が
高いほど投資的な経費に充てる余裕がな
く、財政運営が厳しい状態といえます。
　本市の経常収支比率は、前年度から6.5ポ
イント改善し90.8％になりました。要因と
しては、地方交付税や臨時財政対策債など
の経常一般財源等収入が増えたことに加
え、人件費や公債費などの義務的経費の縮
減によるものです。
　しかしながら、依然として高い比率とな
っており、さらなる歳入確保と経常的な経
費縮減の必要があります。
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春日市
類似団体

90.8

※1 類似団体とは、全国の市の中で春日市と人口・産業構造が類似した団体を指
します。県内では飯塚市、大牟田市、県外では東京都武蔵野市、国分寺市、多摩
市などが類似団体になります。

※2 類似団体の22年度数値はまだ公表されていません。

問い合わせ先　財政課 財政担当　 （584）1111　 （584）1145
　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

■市債発行額と残高の推移（一般会計）

■基金残高の推移

■経常収支比率の推移

春日市の財政状況
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「健全化判断比率」と「資金不足比率」

　地方公共団体の財政破たんを未然に防ぎ、財政再生や健全化を図るため、平成19年6月に「地方公共
団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律で、財政運営の健全性を診断するため
の健全化判断比率と資金不足比率を公表することが、地方公共団体に義務付けられています。
　春日市においてもこれらの比率を算定し、財政の健全性を診断しましたので報告します。

春日市の財政は健全な状態です
春日市の健全化判断比率はいずれも前年度から改善し、早期健全化基準を大きく下回っています。
これは、春日市の財政が健全な状態であることを示しています。

※1 普通会計は、決算上の会計で、春日市では一般会計が該当します。
※2 実質赤字比率、連結実質赤字比率において赤字がない（黒字である）場合には、「—」で表記することになっています。
　   同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

①「実質赤字比率」、②「連結実質赤字比率」、③「実質公債費比率」、④「将来負担比率」の4項目があり、
地方公共団体の赤字の度合いなどを診断します。

（平成22年度決算）

★早期健全化基準、財政再生基準は、診断のための目安です

①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率

[算定結果]　— ％※2( -2.63％ )
黒字の場合、数値化するとマイナスになります。

[算定結果]　— ％※2( -8.53％ )
黒字の場合、数値化するとマイナスになります。

【早期健全化基準→黄色信号】
この基準を超えた場合、財政健全化計画を立てることが義務付けられるなど、外部の厳しいチェックを
受けた上での自主改善努力が求められます。

【財政再生基準→赤信号】
この基準を超えた場合、財政再生計画を立て、外部の厳しいチェックを受け、国などの指導の下で財政
再生に取り組むことになります（将来負担比率には、財政再生基準なし）。

〈比率の推移〉
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〈比率の推移〉
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健全化判断比率とは？

普通会計※1の赤字の度合い
▷この比率が高いほど赤字額が大きくなります。

全会計の赤字の度合い
▷この比率が高いほど赤字額が大きくなります。
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③実質公債費比率 ④将来負担比率

[算定結果]　10.7％（平成20 〜 22年度平均）
前年度から2.0ポイント改善し、制度開始後、最も良い数
値になりました。

[算定結果]　 — ％※3( -25.3％ )
将来の収入が負債を上回る場合、数値化するとマイナス
になります。

※3 将来負担比率において、将来の収入が将来の負債を上回っている場合には、「—」で表記することになっています。
　　同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

問い合わせ先　財政課 財政担当　 （584）1111　 （584）1145

春日市の財政は健全な状態にありますが、今後もより一層適正な財政運営に努めます。

春日市が実施する下水道事業の経営状態を、資金不足の度合い（資金繰りの危険度）から個別に診断
するための比率です。この比率が高いほど資金繰りが危険であるといえます。

これを超えた場合、経営健全化計画を立て、外部の厳しいチェックを受けた上での自主改善努力が求
められます。

★経営健全化基準（20.0％）は、診断のための目安です

※4 資金不足比率において、資金不足がない（資金繰りに問題がない）場合には、「—」で表記することになっています。
　   同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

[算定結果]　 — ％※4( -29.9％ )
▷資金不足がない（資金繰りに問題がない）場合、比

率はマイナスとなります。
▷経営健全化基準を大きく下回っているので、下水

道事業会計の経営は健全であるといえます。

-30

-20

-10

0

10

20

30

20 21 22 （年度）

-24.8% -27.3％ -29.9%

経営健全化基準　20.0％（%）

-50
0
50
100
150
200
250
300
350
400

20 21 22 （年度）

-5.81% -7.49％ -25.3%

早期健全化基準　350.0％

（%）

0
5
10
15
20
25
30
35
40

20 21 22 （年度）

13.4% 12.7％ 10.7%

早期健全化基準　25.0％

財政再生基準　35.0％
（%）

〈比率の推移〉〈比率の推移〉

悪化

健全

悪化

健全

悪化

健全

資金不足比率とは？

借金の返済金などが財政を圧迫している度合いの
３カ年平均値

▷この比率が高いほど借金の返済金などで財政が圧迫
　されているといえます。

将来の収入との比較で、借金残高などの負債が
将来の財政を圧迫する度合い

▷この比率が高いほど将来の財政が圧迫される恐れが
　あるといえます。

〈比率の推移〉
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　平成23年10月以降の新たな子ども手当制度である『平成23年度に
おける子ども手当の支給に関する特別措置法』が施行されました。
　これにより平成23年9月までの子ども手当は終了となり、平成24年
3月31日までは、この特別措置法に基づいて支給されることとなります。
支給金額や支給要件も次のように変わります。

旧（子ども手当法）
平成23年9月分まで

新（子ども手当特別措置法）
平成23年10月分〜 24年3月分の半年間のみ

中学生までの子ども（一律）
1万3000円

0歳〜 3歳未満（一律）1万5000円

3歳〜小学校修了前（第1子※、第2子）　1万円

3歳〜小学校修了前（第3子以降）　1万5000円

中学生（一律）　1万円

※ 「第1子、第2子…」とは、監護・生計同一の要件を満たす18歳未満の子どもの中で、数えて「何番目」という意味です。

◆支給金額…………………………

◆新たな支給要件…………………
▷子どもには国内居住要件が必要となります。

※海外の学校に留学している場合は対象となる場合があります。
▷児童養護施設などに入所している子どもなどについては、施設の設置者などに支給することとなります。
▷未成年後見人や父母指定者（父母がともに国外にいる場合のみ）に対しても父母と同様の要件（監護・生計

同一）で手当を支給します。
▷子どもの監護・生計同一要件を満たす人が複数いる場合は、離婚協議中などに限り、子どもと同居してい

る人に支給できるようになります。
※離婚協議中であることを公的に証明できる場合のみの取り扱いです。単身赴任の場合は該当せず、こ

れまでどおり主たる生計維持者に支給します。
▷保育料や学校給食費などを子ども手当から直接徴収できるようになります。

◆所得制限…………………………　
　ありません

◆支給月……………………………
▷平成23年10月分〜平成24年1月分　→　平成24年2月に支給
▷平成24年  2月分〜平成24年3月分　→　平成24年6月に支給
※上記の支給月にかかわらず、途中で支給すべき事由が消滅した場合などには支払う場合があります。

10月から、
子ども手当が変わります
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◆手続きについて……………………
平成23年10月分以降の子ども手当の支給を受けるためには、

これまで子ども手当を受けていた人も含めて、住んでいる市区町
村への申請（認定請求）が必ず必要です。

春日市では、平成23年10月中旬頃に、平成23年9月30日現在、
支給対象年齢の子どもを持つ家庭に対し、個別に案内の通知を送
付する予定です。

ただし、平成23年9月中に従来の子ども手当法にて新規の申請
（第1子の出生、転入など）をしている人で支給の開始が平成23年
10月以降となる人は、その時点での申請をもって新たな法律で
の申請として取り扱います。

【注意事項】
公務員の人は、春日市から通
知が届いても、勤務先での手
続きが必要です。勤務先に問
い合わせてください。

問い合わせ先　こども未来課 母子児童担当　 （584）1111　 （584）1115

よくある質問Q＆A
Q1■いつまでに申請すればいいですか？

A1● 申請には猶予期間があります。平成23年10月1日時点で春日市に住所があり、平成23年9
月30日においても春日市で子ども手当の支給要件を満たしている人は、平成24年3月31日
までに申請すれば、平成23年10月にさかのぼって支給されます。

Q2■さかのぼって支給できない場合もありますか？ 

Ａ2●あります。次の場合です。
▷平成23年10月1日以降の転出予定で春日市を転出、または春日市に転入した人の平成23年
11月分以降の手当
※この場合は原則として申請した日の翌月分から支給となります。ただし、平成23年10月
分のみの子ども手当は平成24年3月31日までに転入前の市町村（転出の場合は春日市）に
申請すればさかのぼって支給されます。

▷平成23年10月1日以降に出生した子どもの子ども手当
※この場合は原則として、申請した日の翌月分から支給となります。

▷平成23年10月1日以降に、新たに子ども手当の支給要件に該当することとなった（子どもと
監護・生計同一要件を満たすようになった）場合の子ども手当
※この場合は原則として、申請した日の翌月分から支給となります。

Q3■どうしてまた申請が必要なのですか？

Ａ3●特別措置法により、子どもに対する国内居住要件を設けるなど支給要件が変更となりまし
た。これにより、9月までは受給者であった人が10月以降、必ずしも受給者とならない場合
があるため、支給対象となる全ての人から申請を受け付け、支給要件に該当するか否かを判
断するためです。

Q4■平成24年４月以降はどうなるのですか？ 

Ａ4●特別措置法を含めて、子ども手当、児童手当は法律に基づいており、国において決定されま
す。今後国において、恒久的な制度となるよう検討される予定です。
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問い合わせ先　市民祭り振興会（春日市商工会館2階）　 （581）1407　 （575）0702 　　　　　　　　　　　▶祭りガイダンスダイヤル　 （558）7007　  http://www.andonmatsuri.com/

第
35
回
春
日
市
民
祭
り

日
時　

10
月
29
日
㈯　
午
後
５
時
30
分
〜
９
時

　
　
　

10
月
30
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
※
少
雨
決
行
、
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

場
所　

県
営
春
日
公
園
（
原
町
３ｰ

１ｰ
４
）

35
回
春
日
市
民
祭
り

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
オ
カ
リ
ナ
と
土
笛
に
よ
る
演
奏
、あ
ん
ど
ん
の
点
灯
式
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、春
日
公
園
を
２
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
け
し
、「
静
の
ゾ
ー
ン
」「
動
の
ゾ
ー
ン
」を
展
開
し
ま
す
。

プログラム
•あんどん点灯 ………  両日とも午後5時30分～9時

29日（土）
•オープニングセレモニー ………  午後5時30分～

30日（日）
•商工展 ………  午前10時～午後8時

メインステージプログラム
YOSAKOIステージ ………  午前10時30分～午後3時30分

手話ダンス、キッズエアロダンス、エアロビクス、チアリーディング ………  午後4時～

ジャズダンス、フリースタイルダンス、コミックダンス、フラダンス ………  午後5時～

キッズダンス、バトン、タヒチアンフラ、ジュニアダンス ………  午後6時～

ゴスペル、少林寺拳法、龍踊り ………  午後7時～

ステージ終了 ………  午後8時
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問い合わせ先　市民祭り振興会（春日市商工会館2階）　 （581）1407　 （575）0702 　　　　　　　　　　　▶祭りガイダンスダイヤル　 （558）7007　  http://www.andonmatsuri.com/

■
静
の
ゾ
ー
ン

　メ
イ
ン
会
場
で
は
、噴
水
広
場
に「
あ
ん
ど
ん
の
森
」を
設
け
ま
す
。

　ア
ー
ト
展
会
場
で
は
、あ
ん
ど
ん
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
す
る
あ

ん
ど
ん
ア
ー
ト
展
や
、市
内
の
小
中
学
校
や
市
民
団
体
な
ど
で
手
作
り
し
た
あ
ん

ど
ん
の
一
般
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
動
の
ゾ
ー
ン

　商
工
展
や
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ス
テ
ー
ジ
、市
民
に
よ
る
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
発

表
を
行
い
ま
す
。

【
振
興
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

▽
環
境
美
化
…
祭
り
で
は
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動
を
実
施
し
て
お
り
、当
日
は
、会
場
に

ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
ま
せ
ん
。ゴ
ミ
は
各
自
で
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
迷
子
…
保
護
者
は
子
ど
も
の
手
を
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。万
が
一
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、祭
り
会
場
の
迷
子
受
付（
公
園
内
案
内
所
）ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
交
通
機
関
…
今
回
よ
り
、交
通
規
制
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、今
号
の
市
報
に
折
り
込
ん
で
い
る

チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

トイレ
案内所
本部

動のゾーン

静のゾーン

春日一丁目

商工展会場
メインステージ

YOSAKOI
サブステージ

アート展
会場

うれしの
あったか
まつり会場

メイン会場

噴水広場

会 場
案内図

※写真はイメージです



む
か
し
春
日
に
奴な

こ

く国
の
王
が
い
た

の
王
が
い
た
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△王墓出土の鏡（復元品）

奴
国
を
も
っ
と
知
り
た
い
!!

　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
は
、展
示
室
の

入
口
に
青
銅
器
工
房
と
王
墓
の
原
寸
大
ジ

オ
ラ
マ（
模
型
）が
あ
り
ま
す
。常
設
展
示

で
は
、奴
国
の
時
代
を
中
心
に
、王
墓
か
ら

出
土
し
た
鏡
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
奴
国
の
時
代
の
ほ
か
に
も
、古
墳
時
代
や

奈
良
時
代
な
ど
の
春
日
の
歴
史
、春
日
市

が
の
ど
か
な
農
村
で
あ
っ
た
昭
和
の
頃
か

ら
の
文
化
や
民
俗
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館：〜
午
後
４
時
30
分
）

休
館
日　

第
３
火
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）、12
月
28
日
〜
１
月
４
日

場
所　
同
資
料
館（
岡
本
３
ー
57
）

奴
国
は
、ど
こ
に
あ
っ
た
？

　
福
岡
市
の
博
多
あ
た
り
を「
那な

の
津つ

」と

い
っ
て
い
ま
し
た
。「
津
」は
港
の
こ
と
で
、

「
那
の
津
」は「
那
」と
い
う
地
域
の
港
の
意

味
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
奴
国
は
、博
多
湾
の
志
賀

島
か
ら
東
区
、博
多
区
、糟
屋
地
区
の
一

部
、そ
し
て
筑
紫
地
区
に
広
が
る
地
域
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

春
日
市
は

奴
国
の
中
心
だ
っ
た
？

　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
の
あ
る
本
市
北

部
の
岡
本
地
区
に
は
、須す

ぐ
お
か
も
と

玖
岡
本
遺
跡
が

国
指
定
史
跡
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
し
て
こ
の
遺
跡
が
奴
国
の
中

心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
所
か
ら
は
、明
治
32
年
、３・
３

ｍ
も
あ
る
大
き
な
板
の
よ
う
な
大
石
の
下

か
ら
甕か

め
か
ん棺（
死
ん
だ
人
を
埋
葬
す
る
た
め

の
土
器
の
お
墓
）が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、そ
の
お
墓
は
周
り
に
他
の
お
墓
が
な

い
単
独
墓
で
あ
り
、有
力
者
し
か
持
て
な

い
鏡
や
青
銅
武
器
、ガ
ラ
ス
玉
な
ど
の
副

葬
品（
死
者
に
添
え
て
埋
葬
さ
れ
た
遺
物
）

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、王
の

墓
だ
と
考
え
ら
れ
、こ
の
付
近
に
王
が
住

ん
で
い
た
奴
国
の
中
心
地
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、春
日
北
小
学
校
の
周
り
に
は
、銅

鏡
や
銅ど
う
ほ
こ矛
な
ど
の
青
銅
器
工
房
や
ガ
ラ
ス

工
房
の
跡
な
ど
が
た
く
さ
ん
発
掘
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、当
時
の
最
先
端
技

術
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
王
が
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

春
日
市
は
昔
か
ら
住
み
や
す
い
ま
ち
だ
っ
た

　
春
日
市
は
、福
岡
平
野
の
や
や
南
部
の

丘
陵
地
で
、那
珂
川
と
御
笠
川
に
挟
ま
れ
て

い
た
た
め
、も
と
も
と
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、旧
石

器
時
代
か
ら
人
が
住
ん
で
お
り
、弥
生
時

代
に
は
、奴
国
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て

い
ま
し
た
。ま
た
、現
在
と
同
じ
く
、交
通
の

便
も
良
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

奴
国
っ
て
、ど
ん
な
国
？

　
当
時
の
日
本
の
様
子
は
中
国
の
歴
史
書

に
書
い
て
あ
り
、「
後ご
か
ん
し
ょ

漢
書
」に
は
、弥
生

時
代
の
後
期
、西
暦
57
年
に
、『
倭わ
の
な
の
こ
く
お
う

奴
国
王

（
日
本
の
奴
国
の
王
）が
後
漢
に
使
者
を
送

り
、そ
の
と
き
の
皇
帝「
光こ
う
ぶ
て
い

武
帝
」か
ら
印い
ん

綬じ
ゅ（
あ
の
有
名
な「
漢
委
奴
國
王
」の
金
印
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
）を
賜
っ
た
』と
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。当
時
、日
本
か
ら
海
を
渡
っ

て
、中
国
の
皇
帝
に
会
い
に
行
く
と
い
う

こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
。そ
れ
だ
け

に
、奴
国
に
は
相
当
の
国
力
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問い合わせ先　文化財課 管理担当
（501）1144　 （573）1077

　10月22日㈯〜 30日㈰に、奴国の丘歴史
資料館を中心に、イベントを開催します。
　詳しくは今号の市報に折り込んでいるチ
ラシを見てください。

弥生の里かすが奴国の丘フェスタ2011

△青銅器工房のジオラマ

　
春
日
公
園
で
行
う「
春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り
」の
一
環
と
し
て
、奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館
を
中
心
に
、「
弥
生
の
里
か
す
が
奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
奴
国
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
春
日
市
の
歴
史
を
知
っ
て
、イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

△眠る奴国王の様子



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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国
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
に
基
づ
き
、前
年
度
末
に
40
歳
、

45
歳
、50
歳
、55
歳
、60
歳
に
な
っ
た
人
を
対
象
に
、市
民

健
康
診
査
の
大
腸
が
ん
検
診
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」と「
大
腸
が
ん
検
診
手

帳
」は
10
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。対
象
の
人
で
、す
で
に
平
成

23
年
度
市
民
健
康
診
査
で
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
人
に
は
、大
腸
が
ん
検
診
手
帳
の
み
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
増
加
し
て
い
る
が
ん
の
一
つ
で
す
が
、早
期
で

あ
れ
ば
、１
０
０
％
に
近
い
確
率
で
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
人

▽
昭
和
45
年
４
月
２
日
〜
46
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
昭
和
40
年
４
月
２
日
〜
41
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
昭
和
35
年
４
月
２
日
〜
36
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
昭
和
30
年
４
月
２
日
〜
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
昭
和
25
年
４
月
２
日
〜
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
対
象
者
の
う
ち
平
成
23
年
４
月
20
日
現
在
、春
日
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。平
成
23
年
４
月
21
日

以
降
に
春
日
市
に
転
入
し
た
人
は
、平
成
23
年
４
月
20
日
に

住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、対
象
者
以
外
で
も
、平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
20
歳
以

上
で
、検
診
日
当
日
に
春
日
市
民
で
あ
れ
ば
、大
腸
が
ん
検
診

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
20
歳
〜
39
歳
：
６
０
０
円
、

40
歳
〜
69
歳
：
４
０
０
円
、70
歳
以

上
：
無
料
）。

詳
し
く
は
、５
月
末
に
送
付
し
て
い

る「
市
民
健
康
診
査
の
ご
案
内
」を
見

る
か
、健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

大腸がん検診無料クーポン券を送付しています
積極的に受診しましょう

健康課 健康増進担当 　 （501）1134 （501）0051

市
は
、毎
年
11
月
３
日「
文
化
の
日
」に
、福
祉
、教

育
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
の

発
展
に
寄
与
し
た
人
や
市
民
の
模
範
と
な
る
人
な
ど
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
者
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、表
彰
式
に
ぜ
ひ

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、式
典
の
第
一
部
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
奏

者
の
橋は
し
ぐ
ち口
武た
け
し史
さ
ん
に
よ
る
祝
賀
の
演
奏
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午（
予
定
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ
ン
ホ
ー
ル

（
大
谷
６
ー
24
）

第24回春日市表彰式
功績をたたえて

総務課 総務法制担当 　 （584）1111 （584）1145

受診は済んでいますか
後期高齢者医療の健康診査
　福岡県後期高齢者医療広域連合では、被保険者
を対象に健康診査を実施しています。まだ受診し
ていない人は、指定医療機関などで早めに受診し
てください。　
　受診の際は、保険証と広域連合が郵送した受診
票が必要です。受診票がない場合は再発行します
ので、問い合わせてください。
対象　後期高齢者医療被保険者
※生活習慣病で治療中の人は対象となりません。
受診期限　平成24年3月31日
※指定医療機関については、受診票と一緒に送付
している一覧表を参照してください。

問い合わせ先　同広域連合お問い合わせセンター
　　 （651）3111　 （651）3901
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市
は
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
市
民
義
援
金
の

受
け
付
け
を
、９
月
15
日
に
締
め
切
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
集
ま
っ
た
義
援
金
を
４
月

と
６
月
の
２
回
に
わ
た
り
送
金
し
て
き
ま

し
た
が
、９
月
21
日
に
最
終
分
の
送
金
を

行
い
、こ
れ
を
も
っ
て
す
べ
て
の
市
民
義

援
金
の
送
金
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
各
自
治
会
、各
種
団
体
を
始
め
、

こ
れ
ま
で
義
援
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
額　
１
６
９
１
万
９
７
８
円

送
金
先

▽
日
本
赤
十
字
社

８
４
５
万
５
４
８
９
円

▽
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会

８
４
５
万
５
４
８
９
円

※
義
援
金
は
、両
団
体
を
通
じ
て
被
災
者

に
配
分
さ
れ
ま
す
。

な
お
、日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
義
援
金

の
受
け
付
け
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、同
社
春
日
市
地
区
の
義
援
金
箱
を
、

市
民
課（
市
役
所
１
階
）に
設
置
し
て
い

ま
す
。

東日本大震災市民義援金
ご協力ありがとうございました

春日市救援対策本部（総務課内） 　 （584）1156（直通） （584）1145

国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）の
加

入
・
喪
失
手
続
き
は
、事
実
が
発
生

し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
加
入
手
続
き

　
「
会
社
を
退
職
し
た
」「
社
会
保
険
の

扶
養
か
ら
外
れ
た
」と
い
う
人
は
、国
保

の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、加
入
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

で
も
、国
保
税
は
加
入
資
格
が
発
生
し

た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
し
ま

す
。

持
っ
て
く
る
物　
今
ま
で
加
入
し
て
い

た
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明

書
、印
鑑
、同
じ
世
帯
の
中
に
春

日
市
国
保
加
入
者
が
す
で
に
い

る
場
合
は
そ
の
国
保
保
険
証

○
喪
失
手
続
き

　
「
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
」「
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
に

入
っ
た
」と
い
う
人
は
、国
保
の
資
格
喪

失
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、社
会
保
険
な
ど
の
資
格
が
発

生
し
た
日
以
降
に
国
保
保
険
証
で
受
診

し
た
場
合
に
は
、医
療
費
の
返
還
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
物　

国
保
保
険
証
、新
し

く
加
入
し
た
健
康
保
険
証
、印

鑑

手
続
き
先　

国
保
年
金
課
国
保
担
当（
市

役
所
１
階
）

国民健康保険の加入・喪失手続き
手続きはお早めに

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141

○米倉斉加年朗読会2011
文化祭の一環として、俳優の米

よねくらまさかね
倉斉加年さんによる

朗読会を開催します。この機会にぜひ、プロの朗読を
楽しんでみませんか。

　　入場は無料です。
日時　11月5日㈯　午後1時〜3時
場所　ふれあい文化センター旧館サンホール
定員　250人（先着順）
※整理券は10月22日㈯午後1時から、ふれあい文化セ
ンター受付で配布します（1人2枚まで）。

問い合わせ先　社会教育課図書館担当（市民図書館内）
（584）4646　 （584）3900

第38回 春日市文化祭

期日　11月5日㈯・6日㈰
　　午前10時〜午後4時30分（6日は午後4時まで）
場所　ふれあい文化センター（大谷6ｰ24）ほか
内容　芸能発表、作品展示、バザー、書道パフォーマン

ス、音楽の玉手箱「プレミアムライブ」など
※詳しくはエイ・メッセ10月・11月号を見てください。
問い合わせ先　文化振興課事業担当

（584）3366　 （501）1669

△日本赤十字社の義援金箱
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平成22年度進捗状況公表
子ども・子育てにこにこプラン

　次世代を担う子どもたちの育成支援のための、「次世代育
成支援対策春日市後期行動計画（子ども・子育てにこにこプ
ラン）」を平成22年3月に作成しました。
　後期行動計画初年度に当たる平成22年度進捗状況をま
とめましたので公表します。
　後期行動計画では、54事業について61数値目標を設定

しました。この61目標のうち達成率が75％以上のものは
50目標（82％）となっています。
　詳しくは、市ホームページや情報公開コーナー（市役所2
階）で公表しています。
問い合わせ先　子育て支援課子育て支援担当
　　 （584）1010　 （584）7739

よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、井
上
市
長
が
各

地
区
公
民
館
な
ど
に
出
向
き
、市
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
地
区
の
出
前
ト
ー
ク「
市
長

と
語
る
」に
参
加
で
き
な
か
っ
た
市
民

の
皆
さ
ん
な
ど
を
対
象
に
、全
体
ト
ー

ク
を
行
い
ま
す
。

　

来
場
の
際
は
、で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
地
区
ト
ー
ク

期
日・場
所

▽
11
月
９
日
㈬　

白
水
池
公
民
館

▽
11
月
10
日
㈭　

松
ヶ
丘
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

○
全
体
ト
ー
ク

日
時　
11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

※
託
児（
未
就
学
児
・
無
料
・
先
着
20

人
）や
手
話
通
訳
、要
約
筆
記
も

あ
り
ま
す
。託
児
を
希
望
す
る
人

は
、11
月
１
日
㈫
ま
で
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
先　
行
政
管
理
課
行
政
管

理
担
当

出前トーク「市長と語る」
11月の日程をお知らせします

行政管理課 行政管理担当 　 （584）1111 （584）1145

自
転
車
は
道
路
交
通
法
に
規
定
さ
れ
た
軽
車
両
に

当
た
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
、誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て

歩
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
、自
転
車
を
利
用
す
る
場
合

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
走
行
の
注
意
点

▽
原
則
歩
道
を
走
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
車
道
の
左
端
を
走
り
ま
し
ょ
う
。

※
自
転
車
通
行
可
の
歩
道
も
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

自
転
車
は
車
道
寄
り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
る
場
合
は
一
時
停
止
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
飲
酒
運
転
は
厳
禁
で
す
。

▽
２
人
乗
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
２
台
以
上
の
並
進
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
信
号
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
交
差
点
で
一
時
停
止
し
、安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
携
帯
電
話
を
扱
い
な
が
ら
の
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

▽
傘
さ
し
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
児
童
・
幼
児
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
ま
し
ょ

う
。

自転車走行のルールとマナー
安全・安心なまちづくり

道路防災課 道路管理担当 　 （584）1111 （584）1143
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〜まちの話題や人の紹介〜

　筑紫地区4市1町の消防団が消防技術を競う同大会が、9月18
日にJA筑紫本店（筑紫野市）のグラウンドで開催されました。春
日市からは、5月の市大会で優勝した本部分団がポンプ車の部
に、北分団が小型ポンプの部にそれぞれ代表として出場。結果、
本部分団が優勝、北分団が準優勝という好成績を収めました。
　なお、今回から優勝チームに加え、準優勝チームも来年9月に

行われる福岡県消防操法大会へ出場します。本部分団・北分団両チームとも、今回の成績を喜ぶとともに、来年への
決意を新たにしていました。

春日市消防団

第21回筑紫地区消防操法大会で優勝

◎市民から公募した広報レポーターが身近な話題を提供します。

　9月4日に熊本県で第3回九州合唱コンクール小学校部門が行われ、
春日西小学校の「みんなで歌おう隊」47人が出場。「祇園祭り」を3部の
美しいハーモニーで響かせ、銀賞を受賞しました。
　8月4日のNHK小学校音楽コンクールでは銅賞、8月6日の九州合唱
コンクール福岡県予選では金賞を受賞しました。
　合唱団は毎年、歌の好きな5・6年生で編成され、今年も6月から昼休
みや夏休み期間中を利用して練習を開始。歌声を聴いて、皆さんに温
かい気持ちになってもらえればと思いながら心を込めて、声と心と体
いっぱいで発表しました。　　　　　　　（広報レポーター　浦

うら

 晃
あ き え

榮）

第3回九州合唱コンクール 春日西小「みんなで歌おう隊」銀賞受賞

　9月9日、市内各地区で一斉に夜間パトロールが行われました。
　泉地区では、自治会関係者や地域住民など23人が集まり、青い警備灯
を片手に泉地区の路地を約40分かけてパトロール。「ただいま夜間パト
ロールをしています。火の元、戸締まりには十分気を付けましょう」とい
う力強いアナウンスが夜の住宅地に響きました。
　地区の環境防災委員の本

もとやま

山さんは「住民みんなで防災意識を高めて雰
囲気を作り出すことで責任感が生まれ、実際に役立つ策を立てられる」
と話します。実際に、夜道は明るく、路上駐車はゼロ。全ての路地は驚く
ほど見通しが良く、また地区内に点在する公園の草木も刈り込まれて

おり、暗がりや死角ができないように心配りがなされていました。
　不審者が潜めるような場所を作らないように、住民が目を光らせ、常に意識を持つことで悪を排除していこうと
する地域の力が私たちの安全な生活を守っています。市民一人一人が防災に関心を持ち、積極的に参加することで
安全の連鎖が広がっていくことを願います。　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　吉

よしもと

本 早
さ き

希）

地域の力で悪を排除!!

　9月9日、市内各地区で一斉に夜間パトロールが行われました。　9月9日、市内各地区で一斉に夜間パトロールが行われました。
　泉地区では、自治会関係者や地域住民など23人が集まり、青い警備灯　泉地区では、自治会関係者や地域住民など23人が集まり、青い警備灯　泉地区では、自治会関係者や地域住民など23人が集まり、青い警備灯

市内一斉夜間パトロール〜泉地区〜
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

九
州
教
育
経
営
学
会
の
定
例
研
究
会

特
別
企
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
、春
日
市

の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
」の
取

り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、保

護
者
や
地
域
の
情
報
交
換
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
29
日
㈯

　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

福
岡
女
学
院
大
学（
福
岡
市
南

区
曰お

さ佐
３
ー
42
ー
１
）

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
代
表
者
の
氏
名
、参
加
人
数

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局

（
６
４
２
）３
１
２
１（

兼
用
）

kaseaedu@
gm
ail.com

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

春
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

11
月
12
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時（
開
場
：
午
後

１
時
30
分
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷

６
ー
24
）

出
演　

第
四
音
楽
隊
、防
人
太
鼓
隊

入
場
料　

無
料（
要
整
理
券
）

※
整
理
券
は
10
月
27
日
㈭
以
降
、午
前

10
時
か
ら
午
後
８
時
の
時
間
帯
に

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地（
大
和
町

５
ー
12
）正
門
・
北
門
で
配
布
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
駐
屯
地
広
報
班

（
５
９
１
）１
０
２
０（
内
５
４
５
８
）

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　

農
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日
・
内
容　

▽
11
月
11
日
㈮

家
庭
菜
園
冬
春
野
菜
つ
く
り
講
座

（
50
人
）、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
講
座（
20
人
）、家
庭
で
役
立
つ
果

樹
の
園
芸
講
座（
50
人
）

▽
11
月
12
日
㈯

農
業
試
験
場
が
開
発
し
た
新
品
種
や

新
技
術
の
展
示
、試
験
研
究
の
体
験
、

芋
掘
り
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、農
業
○

×
ク
イ
ズ
、昆
虫
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
、新
品
種「
元
気
つ
く
し
」お
に
ぎ

り
試
食
な
ど

※
定
員
が
あ
る
も
の
は
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要（
先
着
順
）で
す
。詳
し
く

は
同
試
験
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場（
筑

紫
野
市
大
字
吉よ

し
き木
５
８
７
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
試
験
場
総

務
課

（
９
２
４
）２
９
３
６

（
９
２
４
）２
９
８
１

http://farc.pref.fukuoka.jp/
第
３
回
柿
薗
記
念

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
力
強
く
、そ
し

て
繊
細
で
優
雅
な
音
色
を
ぜ
ひ
聴
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
以
上

日
時　

11
月
５
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
開
場
：

午
後
１
時
30
分
）

場
所　

福
岡
女
学
院
ギ
ー
ル
記
念
講
堂

（
福
岡
市
南
区
曰お

さ佐
３
ー
42
ー
１
）

演
奏　

廣ひ
ろ
の野
嗣つ
ぐ
お雄
さ
ん（
元
東
京
芸
術

大
学
オ
ル
ガ
ン
科
教
授
、東
京

芸
術
大
学
名
誉
教
授
、日
本
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
会
長
）

入
場
料　

２
０
０
０
円（
学
生
１
０
０

０
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、ロ
ー

ソ
ン
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
女
学
院
本
部
総

務
課

（
５
８
１
）１
４
９
２

（
５
７
５
）２
４
８
０

プ
ー
ル
サ
イ
ド
レ
ッ
ス
ン

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン（
タ
イ
式
ヨ
ガ
）

　
「
自
己
整
体
」を
目
的
と
し
た
運
動
を

行
う
教
室
で
す
。簡
単
な
動
き
や
ポ
ー

ズ
で
行
う
た
め
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
、ま
た
身
体
の
ゆ
が
み
を
正
す
の
に

も
効
果
的
で
す
。

　

無
料
体
験
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
人

日
時　

毎
週
金
曜
日（
月
４
回
）

午
後
７
時
45
分
〜
８
時
45
分

場
所　

春
日
市
温
水
プ
ー
ル（
大
谷

６
ー
28
）

会
費　

月
額
５
０
４
０
円（
別
途
、入
会

登
録
料
３
１
５
０
円
が
必
要
）

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ザ
オ
バ
九
州

（
温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者
）

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

ワ
ン
コ
イ
ン
教
室

誰
で
も
わ
か
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
が
体
に
及
ぼ
す
影
響
や
、け
が
・

故
障
の
予
防
法
を
教
え
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・
27
日
㈰

（
全
３
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修

室（
大
谷
６
ー
28
）他

講
師　

森も
り
や
ま山
善よ
し
ひ
こ彦
さ
ん（
福
岡
県
体
育

協
会
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員

会
）

受
講
料　

１
５
０
０
円（
３
回
分
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
30
日
㈰
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
体
育

協
会

（
５
７
４
）９
１
３
１

（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp
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※
昼
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

場
所　

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち

町
２
ー

３
ー
２
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
局　

藤ふ
じ
の野

（
９
２
４
）３
７
７
１（

兼
用
）

ぽ
れ
ぽ
れ
広
場（
第
1
回
目
）＆

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

10
月
か
ら
、毎
月
１
回
春
日
南
中
学

校
で
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
や
地
域
の

人
た
ち
が
気
軽
に
集
え
る
広
場
を
始
め

ま
す
。

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

10
月
26
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

春
日
南
中
学
校（
大
土
居
３
ー

11
ー
１
）

参
加
費　

子
ど
も
１
人
１
０
０
円（
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
参
加
者
の
み
）

定
員　

15
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
19
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、子
ど
も
の
名
前
・
年

齢
・
人
数
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

knet-ksg@
csf.ne.jp

日

※
体
力
測
定
の
結
果
説
明
・
運
動
ア
ド

バ
イ
ス
は
、別
の
日
に
行
い
ま
す
。

時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
６
時
の
う
ち

１
時
間
程
度（
予
約
制
）

内
容

　持
久
力
測
定
、握
力
測
定
、柔
軟

性
測
定
な
ど

※
年
齢
や
体
力
度
に
よ
り
測
定
項
目
を

一
部
変
更
し
ま
す
。

利
用
料　

３
０
０
円

※
会
員
以
外
は
登
録
料（
65
才
未
満

３
５
０
円
、65
歳
以
上
２
５
０
円
）が

必
要
で
す
。ま
た
、オ
プ
シ
ョ
ン
で
体

成
分
分
析
測
定（
体
脂
肪
や
筋
肉
量

な
ど
を
測
定
）を
希
望
す
る
人
は
、別

途
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

持
っ
て
く
る
物　

上
靴
、運
動
し
や
す

い
服
装
、水
筒
、タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー

ム（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
６
２（

兼
用
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会

地
区
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
被
爆
者
の
生
活

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
原
爆
被
害
者

と
家
族
二
世
の
人

日
時　

10
月
22
日
㈯

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
、メ

タ
ボ
解
消
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄

養
相
談
に
管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈫
、11
月
１
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

都
合
の
合
わ
な
い
人
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

お
い
し
く
い
た
だ
く
た
め
の

栄
養
セ
ミ
ナ
ー

　

誰
で
も
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
簡
単
栄

養
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

最
近
、「
食
欲
が
な
い
」「
何
を
食
べ
て

も
お
い
し
く
な
い
」な
ど
と
感
じ
て
い

る
人
は
、ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

日
時　

11
月
２
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

講
義「
お
い
し
く
、食
べ
や
す
く

す
る
た
め
の
食
材
の
選
び
方
、

食
事
の
支
度
の
負
担
を
減
ら
す

コ
ツ
」な
ど

講
師　

古ふ
る
か
わ川
洋よ
う
こ子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護
予
防
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

食
生
活
改
善
推
進
員
と
作
る

減
塩
み
そ
づ
く
り
教
室

　

日
本
人
の
食
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
み
そ
を
、塩
分
控
え
め
で
手

作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

11
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭

▽
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
２
時
〜
４
時

※
い
ず
れ
も
同
じ
内
容
で
す
。

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費（
材
料
費
）１
㎏
当
た
り
４
７
０

円
程
度（
１
人
３
㎏
ま
で
）

定
員　

各
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル
、使
い
捨
て

マ
ス
ク
、持
ち
帰
り
用
の
容
器

※
当
日
、家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

も
行
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、み

そ
汁
を
50
㎖
ほ
ど
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　

10
月
25
日
㈫（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ（
１
枚
に

つ
き
１
人
ま
で
申
込
可
）に
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、必
要
な

み
そ
の
分
量
、参
加
希
望
日
時

（
必
ず
第
１
希
望
、第
２
希
望
ま

で
）を
書
い
て
送
る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
の
宛
名
面
に
は
住

所
、氏
名
を
記
入
し
、裏
面
は
白
紙
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課「
味

噌
作
り
教
室
」係（
〒
816
ー
０
８

５
１
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

い
き
い
き
ル
ー
ム

体
力
測
定
月
間

　

自
分
の
体
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
。体
力
測
定
結
果
か
ら
、一
人
一

人
の
体
力
度
に
合
っ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
、効
果
的
な
運
動
方
法
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

特
に
、運
動
初
心
者
や
体
力
に
自
信

が
な
い
高
齢
者
な
ど
は
、ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

期
間　

10
月
31
日
㈪
ま
で
の
月
〜
土
曜
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参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
平
成
24
年
１
月
・
２
月

の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時　

11
月
12
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話｢

お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

「
か
す
が
で
す
く
す
く
」

参
加
者
募
集

　

子
育
て
情
報
の
紹
介
や
座
談
会
、親

子
遊
び
を
行
い
ま
す
。転
入
者
や
パ
パ

マ
マ
１
年
生
、妊
婦
な
ど
、子
育
て
中
の

人
や
子
育
て
情
報
が
知
り
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
３
カ
月
以

上
・
無
料
・
先
着
15
人
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

妊
婦
、０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど

も
を
持
つ
保
護
者

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

10
月
28
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
と
も
）、年
齢
、電
話
番

号
、出
産
予
定
日
を
書
い
て
送

る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
は
住
所
、

氏
名
を
書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

日
時　

11
月
11
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

申
込
方
法　

10
月
17
日
㈪
〜
28
日
㈮

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど

も
の
名
前
・
年
齢
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

「
水
郷
ひ
た
の
森
づ
く
り
」

参
加
者
募
集

　

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合
で

は
、流
域
連
携
基
金
交
流
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、福
岡
都
市
圏
共
通
の
水

源
地
域
で
あ
る「
日
田
市
」で
実
施
す
る

日
田
市
有
林
で
の
枝
打
ち
体
験
・
植
樹

活
動
と
日
田
市
豆
田
の
町
並
み
散
策
に

参
加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
人

（
小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護

者
同
伴
）

日
時　

11
月
20
日
㈰

　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

集
合
・
解
散
場
所　

福
岡
市
役
所

目
的
地　

大
分
県
日
田
市（
萩
尾
市
有

林
）

定
員　

70
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
物　

山
の
中
で
作
業
で
き

る
服
装
、運
動
靴
・
長
靴
な
ど
、

着
替
え
、水
筒

※
昼
食（
無
料
）は
準
備
し
ま
す
。

申
込
方
法　

10
月
31
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、申
込
者
全
員
分
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号（
緊
急
連
絡

先
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合
事
務
局

「
水
郷
ひ
た
の
森
づ
く
り
」参
加

者
募
集
係（
〒
810
ー
８
６
２
０

福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー

１
福
岡
市
役
所
内
）

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.jp

　今年の夏（6〜 8月）は平均気温が統計開始以来4番目の暑
さを記録するなど、日本の気温は長期的に見ると上昇してお
り、地球温暖化が影響していると考えられています。
　このような温暖化の進行を抑える取り組みの一つとして、
「ごみの減量」が挙げられます。ごみは燃やすのにも運ぶのに
も多くのエネルギーを使います。春日市の平成21年度一人
一日当たりの平均ごみ処理量は734gと福岡県の同処理量
1022gより大幅に少ないですが、まだ減らせるごみが含まれ
ています。温暖化を防ぐためにも、ごみ減量に取り組みましょ
う。
3Ｒの実践を
▷リデュース（発生抑制）
ごみが出ないようにする、マイバッグやマイ箸・水筒を持
つ、必要以上のものを買ったりもらったりしないことなど
があります。
▷リユース（再利用）
繰り返し使う、リターナブル容器を使う、不要になったもの
を必要な人に譲る、ガレージセールを利用するなどがあり
ます。
▷リサイクル（再資源化）
再び資源に戻して使う、空き缶やペットボトルを分別する、
古紙回収に協力するなどがあります。

地球温暖化を食い止めることができるのは私たち人間です。
　一人一人ができることから始めましょう。

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147
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捨
て
犬
・
捨
て
猫

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

抽
選
で
、犬
や
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
人

補
助
額　

雌
１
万
円
、雄
５
０
０
０
円

定
数　

雌
３
０
０
頭
、雄
２
０
０
頭

応
募
方
法　

11
月
15
日
㈫（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、ハ
ガ
キ
に
依
頼
者
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
、動
物
の
種

類
・
性
別
・
品
種
・
年
齢
や
月
齢

（
推
定
可
）・
入
手
先
・
健
康
状

態
・
呼
び
名
を
書
い
て
送
る

※
複
数
頭
の
場
合
は
頭
数
分
の
ハ
ガ
キ

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
に
は
、郵
便
で
通
知
し
ま
す
。

手
術
期
間　

当
選
ハ
ガ
キ
受
領
時
〜
平

成
24
年
2
月
22
日
㈬

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
社
団
法

人
日
本
動
物
福
祉
協
会「
捨

て
犬
・
捨
て
猫
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」係（
〒
141
ー
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西に
し
ご
た
ん
だ

五
反
田
８
ー

１
ー
８
中
村
屋
ビ
ル
４
階
）

０
３（
５
７
４
０
）８
８
５
６

０
３（
５
４
９
６
）０
９
３
０

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会
・
相
談
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
、手
軽

な
生
ご
み
の
減
量
と
、栄
養
た
っ
ぷ
り

の
堆
肥
作
り
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
者
に
は
コ
ン
ポ
ス
ト
の
セ
ッ
ト

（
１
世
帯
１
個
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。

期
日
・
場
所

▽
11
月
10
日
㈭

市
役
所
４
階
４
０
４
・
４
０
５
会
議
室

▽
12
月
８
日
㈭

　

市
役
所
大
会
議
室

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

各
開
催
日
の
15
日
前
ま
で

に
、電
話
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、相
談
会

（
予
約
不
要
）も
行
い
ま
す
。現
在
生

成
中
の
堆
肥（
一
握
り
程
度
）を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推

進
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

「
ひ
と
文
字
の
魅
力
と
魔
力
」

公
開
講
座

　
「
ひ
と
文
字
の
魅
力
と
魔
力
」を
テ
ー

マ
に
行
う「
人
生
講
座
」（
全
５
回
シ

リ
ー
ズ
）の
３
回
目
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

中
研
修
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　
「
知
」知
識
・
知
育
を
学
ぶ

講
師　

添そ
え
だ田
譲じ
ょ
う
じ二
さ
ん（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

所
長
）

問
い
合
わ
せ
先

　社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

市
民
福
祉
講
座

講
演
会

　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
市

民
福
祉
講
座
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、手
話
通
訳
や
要
約

筆
記
も
あ
り
ま
す
。

○「
災
害
後
の
心
の
ケ
ア
」

日
時　

11
月
12
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

新し
ん
ふ
く福
尚な
お
た
か隆
さ
ん（
西
南
学
院

大
学
人
間
科
学
部
社
会
福
祉

学
科
教
授
）

託
児
申
込
期
限　

11
月
1
日
㈫

○「
私
た
ち
を
と
り
ま
く
食
と
環
境
」

日
時　

11
月
20
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中な
か
む
ら村　

肇
は
じ
め
さ
ん（
食
育
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
岡
）

託
児
申
込
期
限　

11
月
９
日
㈬

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室（
昇
町
３
ー

１
０
１
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

定
員　

各
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

託
児　

５
カ
月
以
上（
無
料
・
各
回
10

人
）

申
込
方
法　

10
月
17
日
㈪
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地

域
福
祉
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

技
能
講
習

　

福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の

た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

55
歳
以
上
で
雇
用
就
業
中
で
な

い
人

※
公
共
職
業
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が

必
要
で
す
。

○
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習

日
時　

11
月
９
日
㈬
〜
18
日
㈮（
土
・

日
曜
日
を
除
く
８
日
間
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

事
務
機
ビ
ル
１
階（
福
岡
市

博
多
区
博は

か
た
え
き
み
な
み

多
駅
南
１
ー
２
ー

15
）

申
込
期
限　

10
月
26
日
㈬

○
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
講
習

日
時　

11
月
14
日
㈪
〜
24
日
㈭（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
８
日

間
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

深
見
ビ
ル（
福
岡
市
博
多
区

博は
か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
４
ー
14
ー
１
）

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪

○
社
会
保
険
入
門
講
習

日
時　

11
月
15
日
㈫
〜
25
日
㈮（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
８
日

間
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

深
見
ビ
ル

申
込
期
限　

11
月
1
日
㈫

定
員　

各
25
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、申
込
書
を
審

査
の
上
決
定
し
、受
講
決
定
者
の
み

通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　

申
込
期
限（
必
着
）ま
で

に
、市
福
祉
計
画
課（
市
役
所
１

階
）に
あ
る
受
講
申
込
書
を
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７
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福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

受
講
生
募
集

○
色
彩
検
定
１
級
２
次
試
験
対
策
３
日

間
集
中
講
座

期
日　

11
月
30
日
㈬
、12
月
７
日
㈬
・

14
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

福
岡
市
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
ア
ミ
カ
ス（
福
岡

市
南
区
高た

か
み
や宮
３
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円（
問
題

集
・
資
料
代
含
む
）

定
員　

25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
受
付
開
始
日　

11
月
１
日
㈫

○
パ
ソ
コ
ン「
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
中

級
」講
習

期
日　

12
月
１
日
㈭
〜
12
日
㈪

時
間

▽
昼
：
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
夜
：
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

福
岡
市
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
ア
ミ
カ
ス

受
講
料　

１
万
５
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
９
０
０
円
が
必
要
）

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
受
付
開
始
日　

11
月
２
日
㈬

○
３
級
販
売
士
養
成
講
習

期
日　

12
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯
、平
成

24
年
１
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯
・

21
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

同
訓
練
協
会（
福
岡
市
東
区

千ち
は
や早
５
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

２
万
３
０
０
０
円（
別
途

受
験
料
４
０
０
０
円
が
必

要
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
受
付
開
始
日　

11
月
２
日
㈬

申
込
方
法　

受
付
開
始
日
の
午
前
９
時

以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
訓
練
協
会

（
６
７
１
）６
８
３
１

（
６
７
２
）２
１
３
３

筑
紫
女
学
園
大
学

公
開
講
座

○「
今
、求
め
ら
れ
る
教
育
と
は
〜
小
学
校
、

就
学
前
教
育
、家
庭
、地
域
の
役
割
〜
」

日
時　

11
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

定
員　

50
人

内
容　

保
育
園
、幼
稚
園
、小
学
校
と

い
う
教
育（
保
育
）機
関
で
の

教
育
の
あ
り
方
や
家
庭
、地

域
の
役
割
を
考
え
な
が
ら
、

今
求
め
ら
れ
る
教
育
の
方
向

性
を
考
え
る

○「
維
新
起
原
太
宰
府
紀
念
編
」の
和
歌

日
時　

11
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時

定
員　

20
人

内
容　

江え
じ
ま
も
い
つ

島
茂
逸「
維い
し
ん
き
げ
ん
だ
ざ
い

新
起
原
太
宰

府ふ

紀
念
編
」第
17
章「
五ご
ぎ
ょ
う
は
い

卿
排

悶も
ん

の
詩
歌
」の
う
ち
壬み
ぶ
も
と

生
其

修な
が

の
作
品
を
読
む

○「
体
験
し
よ
う
教
育
の
実
際
」

期
日
・
内
容

▽
11
月
19
日
㈯

い
ろ
い
ろ
な
技
法
を
使
っ
て
、絵

を
描
こ
う

▽
11
月
26
日
㈯

み
ん
な
で
日
本
の
心
の
歌
を
歌
お

う
！

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

各
30
人

場
所　

同
大
学

受
講
料　

い
ず
れ
も
無
料

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
講
希
望
講

座
名
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号
を
書
い
て
送
る

※
同
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
女
学
園

大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
〒

818
ー
０
１
９
２
太
宰
府
市
石い
し
ざ
か坂

２
ー
12
ー
１
）

（
９
２
５
）９
６
８
５

（
９
２
５
）３
５
７
３

gakushu@
chikushi-u.ac.jp

http://w
w
w
.chikushi-u.ac.jp/

7月30日にふれあい文化センターで行った第61回「社会を明るくす
る運動」推進大会の一環として、市内4つの小学校から募集した作
文の、最優秀作品（原文のまま）を紹介します。

　私が今、心がけているのはあいさつです。そう思ったの
は習い事の帰り道、「こんにちは。」とあまり慣れていな
いあいさつをするとかえってきたのはこんな言葉でした。
「こんにちは、気をつけて帰ってね。」この一言でとっても
気が軽くなりました。初めて会った人なのに。そして私
は気付きました。「あいさつは、ただたんにするものじゃ
ないんだ。こんな一言でこんなに変わるんだ。」
　家に着くと、すぐにこのことを母に知らせました。母は
にこにこして話しを聞いてくれました。そして、「ほんと、
良かったね。ちゃんとこれからもがんばるんだよ。」と言っ
てくれました。
　それから、あいさつをたくさんし続けました。
　しかし、私はあいさつをわすれてしまう時があります。
言えない時があります。いつも母から言われます。「なん
で言えないの。他の人には言えるのに。」
　私がいつもあいさつをしてない人は、いつも横断歩道の
ところでみんなの安全を守ってくれている方です。車を
待たせていて走って渡らないといけないというのも理由
の一つです。いつも、あいさつをこんどこそするぞ。と思
いながらも何も言わずに渡ってしまいます。
　この前やっとあいさつができました。しかし、それから
またできなくなりました。自分ではしようとしてもなか
なかできない。そんな日が何日も続きました。
　そんなある日、習い事から帰る途中、この前の近所の人
にあいさつをしました。すると、ずっと忘れていた最初の
ころのことを思い出しました。そうだったのかと走って
家に帰りました。
　そして次の日、「おはようございます。」「おはよう。気
をつけてね、いってらっしゃい。」やっとすっきりしました。
今まで言えなかった分、もっとすっきりなりました。「今
日は良い日になるな。」自分でも思いました。もっとあい
さつを広げたいな。「おはようございます。」「おはよう、
気をつけて、いってらっしゃい。」
　私の朝はこうして始まります。

一日はこの一言から
　　　　須玖小学校６年　西

にしむら

村　優
ゆ う な

菜
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甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
会

　

一
定
の
人
数
が
出
入
り
す
る
建
物
に

は
、消
防
法
に
よ
り
防
火
管
理
者
を
選

任
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。防
火
管
理
者
が
未
選
任
の
場
合
や
、

今
後
交
代
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮（
２
日
間
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料　

５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

定
員　

60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
17
日
㈪
以
降
に
、申

込
書
を
提
出
す
る

※
申
込
書
は
同
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
本
部

予
防
課
指
導
係

（
５
８
４
）１
１
９
５

（
５
８
４
）１
２
０
０

http://fukuoka.kon119.or.jp/

街
か
ど
日
曜

労
働
相
談
会

　

賃
金
未
払
い
、解
雇
、職
場
の
い
じ
め

な
ど
働
く
上
で
の
問
題
や
悩
み
、疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
相
談（
午

後
３
時
〜
５
時
）も
行
い
ま
す
。

場
所　

Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
３
階
ス
タ

ジ
オ
テ
ラ
ス(
福
岡
市
博
多
区

博は
か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
３
ー
25
ー
21
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
労
働
政
策
課

（
６
４
３
）３
５
８
７

（
６
４
３
）３
５
８
８

合
同
行
政
相
談
所

く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相
談

　

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
で

は
、秋
の
行
政
相
談
週
間（
10
月
17
日
㈪

〜
23
日
㈰
）の
行
事
と
し
て
、合
同
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
10
階
会
議
室

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き

多
駅
中
ち
ゅ
う

央お
う
が
い街
１
ー
１
）

内
容　

登
記
・
人
権
、税
金
、年
金
・
保

険
、道
路
、消
費
者
問
題
、宅
地
・

建
物
、法
律
、東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
こ
と
、法
律
相
談
な
ど

※
法
律
相
談
の
定
員
は
20
人
程
度
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
行
政
評
価
局
行
政

相
談
課

（
４
３
１
）７
０
８
１

（
４
３
１
）８
３
１
７

相
続
・
遺
言
・
生
前
贈
与
な
ど

無
料
相
談
会

　

相
続
、遺
言
、生
前
贈
与
、名
義
変
更
、

会
社
設
立
、建
設
業
許
可
、離
婚
な
ど
に

つ
い
て
、行
政
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
３
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

き
き
ょ
う
の
会

（
９
２
６
）７
１
０
２

（
９
２
６
）７
１
６
９

白
水
大
池
公
園
星
の
館

星
空
ク
ラ
ブ
一
期
生
募
集

　

全
10
回
の
活
動
を
通
し
て
、み
ん
な

で
楽
し
み
な
が
ら
宇
宙
の
こ
と
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生

〜
中
学
生

期
日（
全
10
回
）・
内
容

▽
10
月
29
日
㈯

　

星
空
っ
て
な
ぁ
に
？

▽
11
月
12
日
㈯

　

秋
の
星
座

▽
11
月
26
日
㈯

　

双
眼
鏡
を
使
お
う

▽
12
月
24
日
㈯

　

太
陽
を
見
よ
う（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

▽
平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

　

太
陽
と
そ
の
仲
間

▽
１
月
28
日
㈯

　

月
を
見
よ
う

▽
２
月
11
日
㈯

　

望
遠
鏡
を
使
お
う
①

▽
２
月
25
日
㈯

　

冬
の
星
座

▽
３
月
10
日
㈯

　

望
遠
鏡
を
使
お
う
②

▽
３
月
24
日
㈯

　

地
球
っ
て
ス
バ
ラ
シ
イ
!!

時
間　

午
後
５
時
〜
６
時

※
12
月
24
日
㈯
の
み
、午
後
２
時
か
ら

３
時
ま
で
で
す
。

場
所　

同
施
設（
大
字
下
白
水
２
０
９

ー
１
７
１
）

受
講
料　

無
料（
実
費
が
必
要
と
な
る

場
合
あ
り
）

定
員　

25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈯
午
後
２
時
以

降（
月
曜
日
を
除
く
）に
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

白
水
大
池
公

園
星
の
館

（
５
５
８
）９
０
９
９（

兼
用
）

starpalace@
skyblue.ocn.ne.jp

白
水
大
池
公
園
星
の
館

キ
ャ
ン
ド
ル
工
作
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
、自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。初
め
て
の
人
も
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
６
日
㈰
・
20
日
㈰
、12
月
4

日
㈰
・
18
日
㈰
の
い
ず
れ
か

　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

同
施
設（
大
字
下
白
水
２
０
９

ー
１
７
１
）

参
加
費　

７
０
０
円（
材
料
代
）

定
員　

各
回
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈯
午
後
２
時
以

降（
月
曜
日
を
除
く
）に
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

白
水
大
池
公

園
星
の
館

（
５
５
８
）９
０
９
９（

兼
用
）

starpalace@
skyblue.ocn.ne.jp
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情報ひろば

健
康
づ
く
り
は
じ
め
ま
せ
ん
か

食
生
活
改
善
推
進
員
募
集

　

食
生
活
改
善
推
進
会
は
、食
生
活
改

善
を
通
じ
て
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
全
国
組
織
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

そ
の
会
員
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進

員（
通
称
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）は
、自
分
や

家
族
の
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、隣
近

所
な
ど
身
近
な
人
の
食
生
活
の
相
談
に

の
っ
た
り
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
や
公
民

館
で
料
理
教
室
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
普
及
し
た
り
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。対
象
年
齢
は
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
た
、定
期
的
に
勉
強
会
を
行
い
、自

己
啓
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

春
日
市
に
は
現
在
90
人
弱
の
会
員
が

お
り
、活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
推
進
員
と
し
て
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。入
会
方
法
な
ど
、詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健
指
導
担

当（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者
追
悼
式

参
加
者
募
集

　

㈶
福
岡
県
遺
族
連
合
会
で
は
、沖
縄

で
の
福
岡
県
出
身
の
戦
没
者
お
よ
び
一

般
戦
災
死
没
者
の
追
悼
式
へ
の
参
列
者

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

沖
縄
地
域
で
の
福
岡
県
出
身
の

戦
没
者
・
一
般
戦
災
死
没
者
の

配
偶
者
、父
母
、子
、兄
弟
姉
妹

で
福
岡
県
に
居
住
し
て
い
る
人

追
悼
式　

平
成
24
年
１
月
20
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

※
１
月
19
日
㈭
に
出
発
し
ま
す
。

場
所　

福
岡
の
慰
霊
の
塔（
沖
縄
県
糸

満
市
）

参
加
費
用　

未
定

※
参
加
資
格
を
有
す
る
遺
族
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

定
員　

25
人

申
込
方
法　

10
月
31
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会
事

務
局

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

法
の
日
週
間
イ
ベ
ン
ト

裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー

　

裁
判
員
裁
判
の
模
擬
選
任
手
続
き
や

模
擬
裁
判
を
通
じ
て
、裁
判
員
の
選
任

か
ら
判
決
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ

を
体
験
で
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

９
時
30
分
〜
）

場
所　

福
岡
地
方
裁
判
所（
福
岡
市
中

央
区
城じ

ょ
う
な
い
内
１
ー
１
）

定
員　

50
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
地
方
裁

判
所
総
務
課
広
報
係

（
７
８
１
）３
１
４
１

（
７
３
１
）７
２
８
２

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場「
も
の
作
り
体
験
」

対
象　

小
学
生（
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

日
時　

11
月
５
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

手
作
り
の
マ
イ
凧
作
り
を
楽
し

も
う

参
加
費　

１
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
３
日
㈭
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen/

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

経
営
相
談

　

春
日
市
商
工
会
で
は
、経
営
・
営
業
・

生
産
・
技
術
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
中
小
企
業
者
の
経
営
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
の
要
望
に
応
じ
て
専
門
家
を

直
接
事
業
者
に
派
遣
し
、専
門
家
の
立

場
で
具
体
的
な
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、そ
の
解
決
を
図
り

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
例　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、経
営
診

断
、経
営
革
新
、店
舗
診
断
、広

告
、税
務
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

（
５
８
１
）１
４
０
７

（
５
７
５
）０
７
０
２

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の

求
人
提
出
の
お
願
い

　

６
月
20
日
か
ら
、新
規
高
卒
者
の
求

人
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

７
月
末
現
在
、福
岡
県
全
体
の
求
人

数
は
昨
年
度
比
で
微
増
、ま
た
一
昨
年

度
比
で
約
14
％
減
少
と
昨
年
度
同
様
に

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、就
職
が
決
ま
ら

な
い
ま
ま
卒
業
を
迎
え
る
生
徒
が
多
数

に
上
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
者
は
、長
期
的
に
企

業
を
支
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
人
材

で
す
。

　

事
業
所
の
皆
さ
ん
は
、ぜ
ひ
新
規
高

卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南
専
門
援
助
部
門

（
５
１
３
）８
６
０
９（
代
表
）

部
門
コ
ー
ド　

４
５
♯

記
事
の
訂
正

　

市
報
に
掲
載
し
た
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
市
報
９
月
15
日
号
４
〜
５
ペ
ー
ジ「
か
す

が
市
民
懇
話
会
」

訂
正
箇
所　
平
成
23
年
度
市
民
懇
話
会
会

員
一
覧
備
考
欄
の
推
薦
団
体
名

▽
誤　

筑
紫
農
業
共・

同
組
合

▽
正　

筑
紫
農
業
協・

同
組
合

問
い
合
わ
せ
先
　行
政
管
理
課
行
政
管

理
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
５

○
市
報
10
月
１
日
号
６
ペ
ー
ジ「
平
成
24
・

25
年
度
一
般（
指
名
）競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
受
付
（
更
新
）」

訂
正
箇
所　
申
請
書
類
の
提
出
方
法

▽
誤　

郵
送
ま
た
は
宅
配
で
送
る

▽
正　

郵
送
で
送
る

問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課
契
約
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
５
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か
ら
の
臓
器
提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

移
植
に
用
い
ら
れ
る
臓
器
は
、心

臓
、肺
、肝
臓
、腎
臓
、膵す

い
ぞ
う臓
、小
腸
、角

膜
で
す
。

　

現
在
、
日
本
に
は
臓
器
移
植

を
待
っ
て
い
る
人
が
、約
１
万
２

０
０
０
人
い
ま
す
。そ
れ
に
対
し
て
、

移
植
を
受
け
ら
れ
る
人
は
年
間
約

３
０
０
人
で
す
。移
植
を
受
け
た
人

の
多
く
は
、希
望
を
持
っ
て
新
た
な

人
生
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま

す
。

何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

　

臓
器
提
供
に
は
、本
人
や
家
族
の

意
思
を
表
明
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。臓
器
提
供
の
意
思
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
意
思
登
録
を
す
る

か
、意
思
表
示
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証

や
健
康
保
険
証
の
裏
面
の「
臓
器
提

供
意
思
表
示
欄
」な
ど
で
示
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
に

は
、「
提
供
し
た
い
」「
提
供
し
た
く
な

い
」の
ど
ち
ら
も
表
示
で
き
ま
す
。あ

な
た
の
臓
器
提
供
へ
の
意
思
を
守
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

新
臓
器
提
供
表
示
カ
ー
ド
は
、市

役
所
、保
健
所
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、運

転
免
許
試
験
場
、免
許
の
更
新
が
で

き
る
警
察
署
、一
部
コ
ン
ビ
ニ
や
銀

行
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

早
速
今
日
、あ
な
た
が
も
し
も
の

と
き
、家
族
が
も
し
も
の
と
き
、「
今

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ

と
」と
問
い
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

臓
器
移
植
と
は
？

　

心
臓
や
腎
臓
を
は
じ
め
、人
の
体

に
と
っ
て
重
要
な
臓
器
の
働
き
が
悪

く
な
っ
た
人
に
対
し
て
、他
の
人
の

臓
器
を
移
植
す
る
こ
と
で
健
康
を

回
復
し
よ
う
と
す
る
医
療
の
こ
と
で

す
。

　

私
た
ち
に
死
が
訪
れ
た
と
き
に
心

臓
や
腎
臓
な
ど
の
臓
器
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、病
気
の
人
が
移
植

を
受
け
、健
康
を
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

誰
で
も
で
き
る
の
？

　

意
思
を
表
示
す
る
こ
と
に
、年
齢

の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。高
齢
者
で

も
病
気
で
薬
を
飲
ん
で
い
る
場
合

で
も
誰
で
も
記
入
で
き
ま
す
。た
だ

し
、が
ん
や
全
身
性
の
感
染
症
で
亡

く
な
っ
た
場
合
に
臓
器
提
供
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
、実
際
の
臓
器
提
供

時
に
医
学
的
検
査
を
し
て
判
断
し
ま

す
。こ
れ
ま
で
０
歳
〜
70
歳
代
の
人

たんぽぽメール
　スポーツの秋、読書の秋といいますが、どんな秋を過ごしてい
ますか。
　子どもが小さなうちは子ども中心でバタバタとして、ゆっくりと
本を読む時間もないという人もいるかもしれませんね。
　子ども中心に生活が回ることは仕方のないことです。しかし、
たまには自分のことを優先させることが、楽しく子育てをしてい
く秘
ひ け つ

訣かもしれません。自分の時間を持つと、心に余裕が生まれ
ていつもよりみんなに優しく接することができる気がします。
　そんなお母さん、お父さんに強い味方を紹介します。

○一時預かり事業
認可保育所のうち6施設、届け出保育施設のうち10施設

で、普段通所している子ども以外にも就学前の子どもたちを
預かっています。保護者のリフレッシュなどの理由でも利用で
きます。詳しくは、子育て支援センターホームページに掲載し
ている実施保育施設へ問い合わせてください。
○託児事業
託児サークル（3団体）や社会福祉協議会で就学前の子ど

もたちの託児を行っています。
詳しくは、子育て支援センターホームページまたはこども未
来課（市役所2階）、市民図書館（大谷6 ｰ 24）、いきいきプラザ
（昇町1 ｰ 120）、各児童センターにある「育児・交流の場」情
報を見てください。

　子どもは笑顔で元気いっぱいのお父さん、お母さんが大好
きです。ちょっと一息ついてみませんか。

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
月
間
で
す

　

福
岡
県
で
は
、「
い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
お
も
い
や
り
」「
だ

れ
か
の
た
め
に
わ
た
し
が
で
き
る
贈
り
物
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
臓
器
移
植
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

得
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ先
▷㈳日本臓器移植ネットワーク 70120（78）1069
▷㈶福岡県メディカルセンター （432）5577
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稲
いねなが

永 芽
め い

依ちゃん（昇町）
平成22年10月16日生

菅
すが

 敬
けい

治
じ

ちゃん（若葉台西）
平成21年10月18日生

田
た

中
なか

 
な

奈
な

子
こ

ちゃん（若葉台東）
平成22年10月16日生

木
き

村
むら

 絢
あ や ね

音ちゃん（春日原南町）
平成21年10月27日生

中
なか

野
の

 壮
た け る

琉ちゃん（日の出町）
平成21年10月29日生

10月後期

12
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
11
月
１
日
㈫（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      9/15現在

◎総人口  109,912人

女 　56,442人

男　 53,470人

◎世帯数  44,773世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など 11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の携帯用バーコードから、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メ ー ル 受 信 の
ために所要の通信費がかかります。

ksg-c@ansin-anzen.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

天神山小学校
所在地　天神山６－３９
（501）4301　 （501）4318

　天神山小学校は春日市9番目の学校として、昭和５６年
に創立し、昨年度、創立30周年を迎えました。平成２３年
10月１日現在、児童数397人、学級数15学級です。本校
の教育目標は「たくましい体、かしこい頭、やさしい心のバラ
ンスの取れた子どもの育成」であり、地域ぐるみで心と体の
健康づくりを目指しています。

  開校以来続けてきた「わんぱくウォーク」（急歩）は本校
健康教育のシンボルです。毎朝、10分間全校児童が運
動場に集まり、大きく腕を振り、曲に合わせてみんなで歩き
ます。元気で明るい子どもが多いことは、開校から続けた
ウォークの結果です。
　本校では、年間にコミュニティ・スクールの行事として、4
つの「ふれあい行事」（歓迎遠足、公民館学習、運動会、
健康フェスタ・バザー）を位置づけ、家庭・地域・学校の三者
が協働で企画・運営し、取り組んでいきます。また、日常でも

「みとめて、ほめる」を合い言葉に、三者で共通の内容から
取り組みます。そして、4つのふれあい行事の場で子どもの
伸びを確かめ、評価・改善していくことにしています。これら
の取り組みにより、子どもたちは地域でも学校でも同じ力を
発揮し、成長していくことができるのです。
　これからも「地域に貢献できる子どもの育成」「地域に根
ざす学校つくり」を目指していきます。本校の校区で育った
子どもたちが、将来的に心も体も健康であり続け、夢が無
限に広がっていくことを願っています。▲わんぱくウォークに取り組む子どもたち

▲家庭・地域・学校で創る「ふれあい歓迎遠足」の様子



　通勤途中、どこからかふわっとキンモク
セイの香りが。暑い夏も終わり、気が付け
ばもうすっかり秋ですね。秋は読書の秋、
スポーツの秋などいろいろと表現されま
すが、私はやっぱり「食欲の秋」。さっそく
友人との食べ歩きツアーを計画中です。
　ところで、春・夏・冬のどの季節でもな
く、なぜ秋に限って「食欲の秋」というの
でしょう。調べてみると、収穫の時期であ
ること、夏の疲れからくる胃腸の不調が
回復する時期であることなどから自然に
そう呼ばれるようになったとのこと。
　ともあれ紅葉や文化・芸術のイベント
など食べ物以外の楽しみも多いとき。春
日市でも今年初めて行う「弥生の里かす
が奴国の丘フェスタ」をはじめ、さまざま
なイベントを開催します。皆さんも、いろ
いろな秋を探しにぜひ出掛けてみてはい
かがですか。                 　      　    Y

櫓炬燵

　これは奴国の丘歴史資料館の民俗展示室で公開中の櫓
やぐらこたつ

炬燵です。

　このこたつは木の枠で櫓を組み、内側に炭の入った陶器を据えて使う暖房具

です。櫓の側板には松の透かし彫りがあり、形は一辺40㎝の箱形で、高さは32㎝

あります。こたつとしての用途の他に、布団を掛けて暖め寒い冬の夜を快適に過

ごすためにも使われました。

　櫓炬燵は最近、1人用こたつとして

改良され販売されています。生活の

中で生み出された道具が現在も見

直されている好例のひとつです。

　　　　　（奴国の丘歴史資料館）
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